











1995, p.851) や、秦式短剣は北方文化からの流入 ( 陳
平 1995, p.369)、鐔の獣面紋は列国による一時期の
流行 ( 李学勤 1993, p.17)、宇村出土から秦式短剣と





































われる ( 図 1 − 1，3，7，15)。
　Ⅰ c 型：柄に突起物が螺旋状に配置され、柄の断面
がソケット状になる型式 ( 図 1 − 8，16)。
　Ⅰ d 型：柄と柄頭の境が明確でなく、柄頭に向かっ
て緩やかに拡がる形状の柄を持つ型式 ( 図 1 − 9)。
　Ⅱ型：獣面が柄頭と鐔に、互いが反転する形で表現
される短剣。柄には虺龍紋が見られる。( 図 1 − 5)。
　Ⅲ型：鐔の獣面の左右両端に牙と思われる表現が見
られる型式。柄頭が球形で柄の断面が八角形になるⅢ
a 型 ( 図 1 − 11，17) と柄に蟠螭紋を飾るⅢ b 型 ( 図
11 − 12，13，18，19) に細分できる。
　Ⅳ型：他の獣面型と比べ、鐔の獣面が逆さになる型
式。柄の側面に鳥頭紋が縦に並ぶ a 型 ( 図 1 − 20) と、
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Ⅰ期
Ⅱ期
　 　 　 　 　
Ⅲ期
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
Ⅳ期
Ⅲa2 Ⅲb2
Ⅰb3  Ⅰc1 Ⅰd
1. 宇村 1号墓　2. 圓頂山 2号墓　3. 大堡子Ⅰ25 号墓　4. 韓城 27 号墓　5. 南山根 101 号墓　6. 隴県出土
7. 東京国立博物館所蔵品 TC-513-3　8. 鳳翔八旗屯　9. 圓頂山 3号墓　10. ストックホルム美術館
11. 玉皇廟 17 号墓　12. 玉皇廟 300 号墓　13. 東京国立博物館 TJ－5662　14・15. 益門村 2号墓


































　獣面型の中で最も古い型式は、Ⅰ b1 型である ( 図





　Ⅱ期の獣面型として、Ⅰ a1 型とⅠ b2 型、Ⅱ型を
挙げられる ( 図 1 − 2，3，5) ( 甘粛省文物考古研究所・
礼県博物館 2005,  p.13 図 10 ‐ 1、早期秦文化連合
考古隊 2008,  p.42 図 38 − 4)。いずれも鐔や柄に表
現されている紋様が、非常に精緻である点が共通して




工作端 ･ 中国社会科学院考古研究所東北工作隊 1973,






　Ⅱ期には、金製の鞘も出土している ( 図 1 − 4、図
2 − 8)( 陝西省考古研究院・渭南市文物保護考古研究
所・韓城市文物旅遊局 2007, p.15 図 20 − 3、蔡慶
良・孫秉君 2007, p.165)。鐔に獣面を表現した玉剣






する韓城 27 号墓が春秋前期であることから ( 図 2
− 11)( 蔡慶良・孫秉君 2007, p.101 p.31)、春秋前期
とする。
Ⅲ期
　Ⅲ期になると、Ⅰ a 型、1b に紋様の退化が見られ
る ( 図 1 − 6，7)( 肖琦 1991, p.81　図 5、東京国立
博物館 2005,　p.38　図 9)。Ⅰ a2 型、Ⅰ b3 型の両
型式ともⅡ期の短剣と比べ、柄・柄頭の装飾を龍とし
て識別することが困難になる。Ⅰ型は、この時期に新
たにⅠ c 型とⅠ d 型も見られるようになる ( 図 1 − 8，
9)( 趙叢蒼 1991,  p.9　図 5 − 5、甘粛省文物考古研
究所　礼県博物館 2002, p.22 図 25 − 5)。
　また主にⅠ型は、渭水に沿った地域でのみ出土が
見られるが、この時期にはⅠ a2 型とⅠ b3 型に類似
したⅢ a1 型、Ⅲ b1 型が ( 図 1 − 11，12，13)( 北
京市文物研究所 2007, p.925 図 580 − 3、p.930 図
583 − 1、東京国立博物館 2005, p.38 図 10)、燕山
地域の玉皇廟文化でも出土するようになる。特にⅠ
b3 型とⅢ b1 型は、柄に表現される崩れた蟠螭紋が、
ほぼ同じ表現であることから、同時期の短剣であると




　Ⅲ期には、Ⅱ期と同様に鞘がみられる ( 図 1 − 10)






何を表わしているのか判別できなくなる ( 図 1 − 14，
15，16)( 上野の森美術館 2004,  p.83　図 47、宝鶏
市工作隊 1993,  p.4 図 7 − 1、張天恩 1995,  p.849 
図 5 − 1、代麗鵑 2011,  p.87 図 7)。柄頭、柄、鐔は
全体的に柱状の突起物が見られる。Ⅰ a3 型とⅠ b4
型は突起の先端にトルコ石が象嵌され、柄が青銅から
金へと変わり、刃部が鉄となる ( 図 1 − 14，15)。Ⅰ
c2 型について筆者は、陝西歴史博物館で実見したこ
とがある ( 図 1 − 16、図 5 − 1，2)。柄頭頂部から
柄に向けて菱形の小孔があいており、全体の形状はソ
ケット状ではなくなる。
　Ⅲ a2 型、Ⅲ b2 型も紋様に退化が見られ、鐔の部
分の獣面がなくなる ( 図 1 − 17，18，19) ( 北京市文
物研究所 2007, p.948 図 596 − 1、中国青銅器全集
編輯委員会 1995a,  p.140　図 138、北京市文物研究
所 2009, p.267 図 187 − 2)。懐来大古城の短剣は鐔
がないが ( 図 1 − 18)、玉皇廟 224 号墓や葫蘆溝 24
号墓出土の短剣は ( 図 1 − 17，19)、一字形の鐔が見
られる。Ⅲ型は柄の側面に付けられていたループも失




出土する ( 図 1 − 20，21)。Ⅳ a 型は柄に鳥頭紋が見
られるが ( 図 1 − 20)( 陳瑞麗 1967, 図版 10)、類似
したものはストックホルム美術館所蔵の、いわゆる「触
角型」の短剣にも見られる ( 図 2 − 1)( 東京国立博物
館 1997, p.61 図 103)。触角型の短剣は、北辛堡遺跡
で出土するが ( 河北省文化局文物工作隊 1966, p.235 
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図 2．関連資料
1．ストックホルム美術館所蔵品　2. 昌平白浮 3号墓　3. 鄂爾多斯青銅器博物館
4. 原州区　5. 南山根 101 号墓　6・7. 少陵原 280 号墓　8. ソーヤー・コレクション































































































































できる ( 図 2 − 6)( 陝西省考古研究院 2009, p.387 図
379 − 1)。理由は、獣面型同様に剣身と柄の境に人
面が飾られており、柄と剣身が一鋳式で造られている
ためである。更に、共伴している鞘 ( 図 2 − 7) ( 陝西










( 図 2 − 2)( 北京市文物管理処 1976, p.253 図 9 − 2)
が遼寧地域から北京、合水にかけて分布しており、獣
面型の分布と類似する。第二にカラスク型同様に虎型
( 柄に向かい合う虎を飾る短剣 )( 図 2 − 4)( 寧夏固原
博物館 2003,  p.71 図 37) の短剣も遼寧、陝西の西高
泉村、寧夏の原州区に分布しており ( 図 4)、獣面型に
近い拡がりを見せる。第三に鄂爾多斯博物館が所蔵し
ている短剣の中に、全体的にはカラスク型だが、柄は







したと思われる短剣 ( 図 2 − 5)、虎型、獣面型が共
伴している ( 遼寧省昭烏連盟文物工作站 ･ 中国社会科















る南山根 101 号墓出土例 ( 図 1 − 5) と昔陽大寨出土
例 ( 中国青銅器全集編輯委員会 1995b, p.182 図 203)
の 2 点である。北方文化の遺跡に限定すれば、南山
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根 101 号墓の 1 例のみである。一方Ⅰ a1 型とⅠ b2
型は、圓頂山 2 号墓 ( 甘粛省文物考古研究所　礼県博
物館 2005) や大堡子Ⅰ 25 号墓 ( 早期秦文化聯合考古
隊 2008,  p.42 図 38 − 4、鳳翔八旗屯 ( 陝西省雍城
考古工作隊、吴鎮烽、尚志儒 1980, p.84 図 23 − 2)
で計 4 本が出土している他、Ⅰ a 型に類似した獣面
の鐔を持つ玉剣が、韓城 27 号墓で出土している ( 図
2 − 10) ( 陝西省考古研究院・渭南市文物保護考古研




の装飾を持った玉管を挙げることができる ( 図 2 − 9，
11)。金製の鞘は同様の資料が、ソーヤ ・ーコレクショ
ンにおいてⅡ型とセットとなっていることから ( 図 2











本 2000, p.296、 靳・ 王 2001, p.43 − 72、 鄭 君 雷










　一方で、Ⅰ a2 型、Ⅰ b3 型とⅢ a1 型、Ⅲ b1 型は、
柄の装飾に類似が見られる ( 図 1 − 6，7，11，12)。
特にⅠ b3 型とⅢ b1 型の柄の紋様はほとんど同じも
のである。Ⅰ a2 型、Ⅰ b3 型とⅢ a1 型、Ⅲ b1 型が































北方系青銅短剣に対して与えた名称 ( 鄭紹宗 1984, p.45)。
(2) 張天恩が、陝西で出土する獣面型に対して与えた名称
( 張天恩 1993, p,25)。
(3）昌平白浮遺跡の出土品の中に、カラスク風の短剣で柄頭
に動物の頭を表現したものが見られる ( 北京市文物管理
処 1974, p,253 図 9 − 4，5)。おそらく殷代後期の獣首
匕から影響を受けていると思われるが、両者の関係は今
のところ不明である。
(4) 燕山地域以外でも満城漢墓でⅢ b1 型が出土しているが
( 中国社会科学院考古研究所・河北省文物管理処 1980, 
p.82 図 55 − 3)、髙濱が述べている通り ( 髙濱 1982, 
p.116) 伝世の結果として捉える。
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